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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年7月28日(2011.7.28)

【公開番号】特開2009-59691(P2009-59691A)
【公開日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-011
【出願番号】特願2008-200772(P2008-200772)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  11/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月15日(2011.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示電極、誘電体層を形成した前面板と、背面板とを対向配置し、
前記誘電体層がＢｉ2Ｏ3を含有し、かつ、少なくとも２種類以上のＲ2Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎ
ａ、Ｋから選ばれる１種類）を含有することを特徴とするプラズマディスプレイパネル。
【請求項２】
前記２種類以上のＲ2Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋから選ばれる１種類）のモル％で表現され
る含有量の合計が、１％～９％であることを特徴とする請求項１記載のプラズマディスプ
レイパネル。
【請求項３】
前記２種類以上のＲ2Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋから選ばれる１種類）のうち１種類はＫ2Ｏ
であることを特徴とする請求項２記載のプラズマディスプレイパネル。
【請求項４】
前記誘電体層のＫ2Ｏのモル％で表現される含有量が、誘電体層のＬｉ2ＯとＮａ2Ｏのモ
ル％で表現される含有量の合計よりも多く含むことを特徴とする請求項３記載のプラズマ
ディスプレイパネル。
【請求項５】
前記Ｂｉ2Ｏ3のモル％で表現される含有量が１％～５％であることを特徴とする請求項１
記載のプラズマディスプレイパネル。
【請求項６】
前記誘電体層が、ＣａＯとＢａＯとＣｏＯとＣｕＯとＭｏＯ3を含有することを特徴とす
る請求項１記載のプラズマディスプレイパネル。
【請求項７】
誘電体層のＭｏＯ3のモル％で表現される含有量が０．１％～２％であることを特徴とす
る請求項６記載のプラズマディスプレイパネル。
【請求項８】
前記誘電体層が、ＣａＯのモル％で表現される含有量が、ＢａＯのモル％で表現される含
有量よりも多いことを特徴とする請求項６記載のプラズマディスプレイパネル。
【請求項９】
前記誘電体層が、ＣｕＯとＣｏＯのモル％で表現される含有量の合計が０．０３％～０．
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３％であることを特徴とする請求項６記載のプラズマディスプレイパネル。
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